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☐

☐
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100% 95％(２０２４年度比)

項目 採用人数

4台

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目
営業車におけるハイブリッド車の台
数

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

中途採用
2022年0名→2024年目標1
名

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

11％増加した

ハイブリッド車は3台に増車し、毎月注意喚起・目標を定
めた結果、労災事故も発生せず、指標は達成できた。

項目 産業廃棄物の排出量

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

年齢を問わない採用の実施 現状（2024年） 更新時（3年後）

営業車のうちハイブリッド車
2024年　3台
労災事故
2024年　０件

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

１名

前期の指標に対する実績

２名

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

産業廃棄物の排出量を3年で
5％減少させる

前期の指標に対する実績

製品の製造過程で排出されるスラッジ水を、練り混ぜ水
として再利用し、残りのスラッジを中間処理する。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

残コンが多かった為に産廃の排出量が増えてしまい、達
成できなかった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 定年の引上げを行い、高年齢者の労働環境整備等を行
い、前期の指標は達成できた。

中途採用
2024年　１名

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

所属する生コンクリート組合と連携し、当社の品質方針である『顧客に満足を与える品質の安定供給』を
念頭に置き、地域社会の発展に貢献していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

社内の営業車をガソリン車からハイブリッド車へ、社内の
照明をLEDへ順次入れ替える。
及び、労災事故や交通事故等の重大事故の発生をなく
す。

営業車のうちハイブリッド車
2022年 １台→2024年目標３台
労災事故
2022年3件→2024年目標０件

年齢や性別を問わない中途採用に実施、及び安心して働
ける職場づくり。

経済

環境

事業者名 三栄開発株式会社

一、顧客第一の信念に徹し、社業を通じて社会の進歩に貢献する。
一、誠実を旨とし、和を重んじ、公私の別を明らかにする。
一、世界的視野に立ち、経営の革新と技術の開発に努める。
上記の経営方針をもとに、創意工夫を怠らず製品の製造過程において環境負荷が削減できるよう会社を挙げて推
進する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

環境に配慮した営業車のハイブリッド車への入替

産業廃棄物排出量の削減


